
石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸西部の旧海面外壁石垣で渡梧の西面を構成する。
高さは中央部で約3.2m、 全長は天端で約H.6mで ある。
勾配は79度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。また、
隅角石にはノミ仕上げが見られる。
石材は方形のものが多く、規模は大ぶ りなものが多いが、標準的なものも見られる。
左隅角は完成度の高い算木積であるが、右隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況

-431 -



石垣調査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣都位 石段 (後世のもの) 石積工法

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 疑灰岩

転用石 征
〔

刻  印 鉦
ヽ

況
　
因

鰍
と
標

破
　
破

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1縛 1曜議?

その他
焼損等 篭賜争‖罐 1発象峯1危

険度
良好 a3  1   b2  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

段石は90cm X 20cn x 20cmと 小さい柱状の石材を用いる。側面は布積となる。

備  考 雁本10段 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

。本石垣は北ノ丸西部の渡櫓に上る雁本である。
・最上段での幅員は約lmでぁる。

積
み
方
石
材
等

90clll X 20clll× 20clllの 柱状の凝灰岩の切石を用いた雁木である。側面は布積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・石材のフレが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・北ノ丸の新造に伴い築造された雁木である。

目
地
の
状
況
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史跡高 城跡 石 査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣都位 雁木 石積工法

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花筒岩

転用石 征
ハ

刻  印 4E

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1崩落曜議?隆鉾

損
態

破
状鞭勉

葵纂軍1危
険度

良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 。明治以降 改修 基底都 地 山

修 理 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 『高松市文化財調査報告書 史跡高松城』 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

方酵の振石を用いる

X平成10年度整備

備 考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸水手御門西側に所在 し、
現状の幅員は基底部で約5.3mであるc

旧海面へ下る雁木である。

積
み
方
石
材
等

花蘭岩の切石を用いた雁木であるが、発掘調査で当初の雁木木材 と考えられる花蘭岩の野面石、割石を
検出している。
石材は方形で、規模は小ぶ りのもので揃っている。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

。破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

発掘調査により、雁木の痕跡が検出されており、北ノ丸の新造に伴い築造されたと考えられる。
明治34～ 37年の海面埋め立てに伴い、撤去されたと考えられる。
現在の雁木は平成10年度に復元したものである。

目
地
の
状
況

-435-



高松城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 舌L積

―

‐

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切 石

右隅角 出 御編
ン リ

上部構造物 続福 石材 花満岩

転用石 征
＾

刻  印 鉦
小

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没

1崩
落曜誘?脹盤 篭繊争‖罐 1髭纂軍1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

8.03 7.77 3.68 3.72 4.44 74

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 『高松市文化財調査報告書 史跡高松城』 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

円形の石に合わせて角石を石材加エ

備 考 調査年月 日
平成16年12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸西部の旧海面外壁石垣で続櫓台の西面を構成する。
高さは中央部で約3,7m、 全長は天端で約8.Omである。
勾配は75度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花商岩の割石を用いた乱積である。右隅角は切石を用いて積み上げられている。左隅角は
入隅である。右隅角石にはノミ仕上げが見られ、加工精度を上げている。
石材は角張った方形のものが多いが扁平なものも見られる。規模は標準的なものが多いがやや大ぶ りの
ものも混在する。
右隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況

-437-



史 城 石 査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

な
け

フ
         |―― 一  ― ― ― ――

「

―

コ 瑾 ふ 玉 姦 ミ 蓬 亀 ≦ ≧ 長 玉 再 峯 ニ ェ 上 二
=

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 布積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 柳編
ソ リ

上部構造物 月見櫓 石材 花南岩

転用石 征
＾

刻  印 征

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没

1崩
落曜議?隆鯉 損

態
破
状鞭勉

葵象軍1危
険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.5

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A 問詩石のスケ
B.間結石のワレ
※角石ノミ跡あり、大石使用

備  考 短い石垣のため中央高・右端高・中央勾配計測省略 調査年月 日
平成16年 12月 8日

-438-



石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸西部の旧海面外壁石垣で、月見櫓台の南面を構成する。
高さは左端で約5.2m、 全長は天端で約1.5mで ある。
勾配は75度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた布積である。左隅角は切石を用いて積み上げられている。右隅角は
入隅である。左隅角石にはノミ仕上げが見られ、加工精度を上げている。
石材は整形された方形のものが多く、規模は大石材を用いている。
左隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況
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史

石垣番号 4006 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

ゾ ,

上部構造物 月見櫓 石材 花開岩

転用石 鶴
＾

蕨J Eロ 径
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ 欠け
剥離 鰈 崩落

1曜蕩?
他
等

の
損

そ
焼 嗚賜争1罐 1莱象軍1危

険度
良好 a3  1  bl  l  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

10.46 13.53 5.23

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

A ワレ

B 目地
C 小ワレ

※間緒に後世の結め物あり。ノミ仕上げの石材多い。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸西部の旧海面外壁石垣で、月見櫓台の西面を構成する。
高さは中央部で約5m、 全長は天端で約10.5mで ある。
勾配は74度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。また隅
角石にはノミ仕上げが見られ、加工精度を上げている。面を揃えた丁寧な積み方である。
石材は方形のものが多く、規模は大ぶ りのものでほぼ揃つている。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・石材のフレが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況

-441-



城跡 石垣訂査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出 御編
ソ リ

上部構造物 月見櫓 石材 花南岩

転用石 征
ハ

刻  印 4L

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハ ラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没

1崩
落曜議?脹盤 損

態
破
状鞭鍛

発象軍1危
険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

10,03 13.49 5,08

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

惨 理 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

間結石のヌケ
※石垣全体が内にゆるくカープしている

備 考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸西部の旧海面外壁石垣で、月見櫓台の北面を構成する。
高さは中央部で約5,lm、 全長は天端で約10mで ある。
勾配は73度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

・石の積み方は花闇岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。また隅
角石にはノミ仕上げが見られ、加工精度を上げている。面を揃えた丁寧な積み方である。

・石材は方形のものが多く、規模は大ぶりのものでほぼ揃つている。
。両隅角とも完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。
・ 目地は見られない。

破
損
状
況

間詰石のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況

-443-



城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石

― … ― 一 ― ― … … … … … … … … … …

…

―
― ― ― ― ‐ ― 一 ―

ψ           l    ′‐―― ―  ― ― ― ‥_庁 ―― 十__
「

===二 T― 
― ― ――  ― ―  に _ ___

石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 舌しね責

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

ソ リ

上部構造物 月見福 石材 花闘岩

転用石 征
＾

刻  印 征
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥

他
等

の
損

そ
焼陥没 1崩落

 1曜議? 罐 1髭象写1危
険度鞭嬢

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

右 2.45

左 4.46/2.43 1.62/1.44

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 その他
の調査

他

１
の
述

そ
記

他

２
の
述

そ
記

破損現状

ワ レ

備  考 短い石垣のため中央高省略、雁木で中央勾配計測不可 調査年月 日
平成16年 12月 9日

-444-



石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸西部の月見櫓台の東面石垣である。東西に延びる旧海面外壁NO.4009石垣によって、城郭
内外に画されており、右半は旧海面外壁にあたる。
高さは左 (城内)側で約 1.6m、 右 (城外)側で約5。 lmである。全長は天端で約8。 9mである。
勾配は左側で84度 とやや急であるが、右側で73度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花商岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。また隅
角石にはノミ仕上げが見られ、加工精度を上げている。面を揃えた丁寧な積み方である。中央部に月見
櫓へ上る石段が設けられている。
石材は方形のものが多く、規模も大ぶ りのものではぼ揃つている。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

石材のフレが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況
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石

石垣番号 4009 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積正法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞梧 石材 花前岩

転用石 雀
小

刻  印 征
＾

況
　
因

鰍
と
理

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 触

1崩
落

1曜議?
その他
焼損等 篭繊争‖罐 1髭象軍1危

険度
イ子  ‖   a2  1   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

75。 24 74.68 2.05/4.05

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 その他
の調査

他

１
の
述

そ
記

他

２
の
述

そ
記

破損現状

ズレ落ち、ワレ
粛ンクリー トの残り

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は北ノ丸北部の旧海面外壁石垣で月見櫓と鹿櫓をつなぐ多聞櫓台北面石垣である。前面は歩道に
沿う緑地が整備され、その間に水辺空間が作られている。
高さは中央部で約4.lm、 全長は天端で約75。 2mである。
勾配は77～84度 と場所によつて変化するが、概ね平均的である。

積
み
方
石
材
等

・石の積み方は花闘岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも入隅である。石垣面は面を揃えた丁寧な積
み方である。

・石材は方形のものが多く、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
・転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

石垣中段で、間詰石のヌケとその周辺の石材のズレが見られる。
石垣前面下部が埋め立てられた時に、石垣前面には緩衝材のゴムが当てられてコンクリー トが打たれて
いる。
石垣上の石塀は、歴史的景観にそぐわないものとなっている。

石
垣
の
変
遷

・北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

-447-



石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切 石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

ゾ ツ

上部構造物 鹿櫓 石材 花闇岩

転用石 毎 刻  印 征
ト

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

他
等

の
損

そ
焼

軽微な
改変

損
態

破
状 豹観

危険度

良好 有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

右

左 2 22

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他
２

の
述

そ
記

破損現状

A 間驚石ゆるくて動く
B.矢穴
C 間諸石のヌケ
※城内側は石材不摘い (大小、方形丸み)

備  考 短い石垣のため左端高・左角勾配省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸北東部の鹿櫓の西面石垣である。配4009石垣によって城郭内外に画されてお り、左半は
旧海面外壁石垣にあたる。
高さは右 (城内)側で約 1.5m、 左 (城外)側で約3.4mである。全長は天端で約10.3mである。
勾配は右側で82度 とやや急であるが、左側が74度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闘岩の割石を用いた希積である。石垣面は面を揃えた丁寧な積み方である。両隅角とも
切石を用いて積み上げられている。また隅角石にはノミ仕上げが見られる。
石材は方形のものが多い。規模は右側で小ぶ りのものが多く見られる。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

石垣中段で間詰石のヌケが見られるが、概ね良好な状態である。
石垣上の石塀は、歴史的景観にそぐわないものとなっている。

石
垣
の
変
遷

北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況

-449-



石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 舌L積
ヽ

方 位
角
石
（算
本
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

ツ リ

上部構造物 鹿櫓 石材 花簡岩

転用石 錘
＾

レ」  Fロ 鉦
＾

況
　
因

鰍
と
擢

破
　
破

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 陥没1離 1曜誘?

他
等

の
損

そ
焼 託繊争1罐 1翼纂写1危

険度
良好 有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾吼 中央勾配 右端勾配 右角勾配

12.61 3.68

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

間結石のスケ

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸北東部の旧海面外壁石垣で鹿櫓台の北面を構成する。歩道沿いの緑地に面し、その間に
水辺が整備されている。
高さは中央都で約3.7m、 全長は天端で約10.8mで ある。
勾配は73度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の割石を用いた乱積である。石垣面は面を揃えた丁寧な積み方である。両隅角とも
切石を用いて積み上げられている。また隅角石にはノミ仕上げが見られる。
石材は方形のものが多い。規模は標準的なものが多いが、小ぶ りのものも混在する。
両隅角とも完成度の高い算本積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・間詰石のヌケが見られるが、概ね良好な状態である。
・石垣上の石塀は、歴史的景観にそぐわないものとなつている。

石
垣
の
変
遷

北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況

-451-



石 査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切 石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

ゾ リ

上部構造物 鹿櫓 石 材 花南岩

転用石 径
小

亥J 印 毎
（

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

その他
焼損等

軽微な
改変

損
態

破
状

影響の

程度
危険度

良好 有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

10.68 12.66

築造時期 新郭造築期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

矢穴
間結石のヌケ
聞結石ズレ

ややソリ

備  考 調査年月日
平成16年12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は北ノ丸北東部の旧海面外壁石垣で、鹿櫓台の東面を構成する。
高さは中央部で約3.8m、 全長は天端で約 10,7mで ある。
勾配は75度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の割石を用いた乱積である。石垣面は面を揃えた丁寧な積み方である。両隅角とも

切石を用いて積み上げられている。また隅角石にはノミ仕上げが見られる。
石材は方形のものが多く、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
両隅角 とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

間詰石のヌケが見られるが、良好な状態である。
石垣上の石塀は、歴史的景観にそぐわないものとなっている。

石
垣
の
変
遷

北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況

-453-



除城跡 石垣調査

石垣番号 4013 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

ソ リ

上部構造物 鹿椿 石材 花蘭岩

転用石 無 刻  印 伍
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落 磁形

その他
焼損等 触勉

損
態

破
状

影響の

程度
危険度

有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 1 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

右 2.09 3.32   1    - 3.94

左 8.25 1.28   1   1.11

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ノミ跡
簡結石ユケ
ー石欠け
ワレ

脂
生
中・８
（）

ｃ
Ｏ

ＯＢ
Ｂ
ＯＢ

Ｏ

備 考 短い石垣のため中央高 。中央勾配省略 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸北東部の鹿櫓の南面石垣である。南へ続 く配4014石垣によつて、城郭内外に画されてお
り、右半は旧海面外壁石垣にあたる。
高さは左 (城内)側で約 1.lm、 右 (城外)側で約3.9mである。全長は天端で約10.3mである。
勾配は左側で82度、右側で76度であり、城外側の勾配がやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。また隅
角石にはノミ仕上げが見られる。
石材は方形のものが多く、規模は標準的なものでほぼ揃つているが、城内側では小ぶ りのものが多い。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

天端石に欠損が見られる。また、隅角石にワレが見られる。

石
垣
の
変
遷

・北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況

-455-



石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 外 (海に面する) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞橋 石材 花闇岩

転用石 錘
ヽ

レ可  F口 征
＾

況
　
因

雛
と
搬

破
　
破

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ 欠け
剥離 陥没 崩落

曜議?膿 鰈 篭娼李‖罐 1警 1危
険度

有 a2  1   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

15.65 14.45 2.73

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

他

１
の
述

そ
記

他
２

の
述

そ
記

破損現状

岡詰石のヌケ
※一石Fヘズリ落ち

備  考 調査年月 日
平成16年12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は北ノ丸北東部の十日海面外壁石垣で、多聞櫓台の東面石垣である。
高さは中央部で約2.6m、 全長は天端で約15.7mで ある。
勾配は82度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。
石材は方形で角が取れた丸みのあるものが多く、
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

両隅角とも入隅である。
規模は標準的なものでほぼ揃つている。

破
損
状
況

石垣中段に石材のズレが見られる。間詰石のヌケも見られる。
石垣上の石塀は、歴史的景観にそぐわないものとなっている。

石
垣
の
変
遷

・北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況

-457-



石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (北 ノ丸区画) 石積工法 布積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 御編
上部構造物 多聞櫓 石材 花筒岩、安山岩

転用石 銀
小

刻  印 4E

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハ ラミ |フ レ
け
離

欠
剥 鰈

1崩
落

1曜議P
他
等

の
損

そ
焼

損
態

破
状鞭罐

髭象軍1危
険度

n2 B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

14.96 14.47 2.86

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A 一面焼け跡
B.間詰石のヌケ
C ワレ
D ワレ落ちそうな箇所
E ′トハラミ
F モルタルロ地

`.恐
も ・

備 考 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸東側で北ノ丸 と東ノ丸を画する東面石垣である。
高さは中央部で約2.8m、 全長は天端で約15.Omで ある。
勾配は76度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた布積である。左隅角は割石を用いて積み上げられている。
左隅角付近にはノミ仕上げが見られる。右隅角は入隅である。
石材は方形で角が取れた丸みのあるものが多く、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
左隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

焼損が広く見られ、石材面のワレも多く見られる。
中段部に薄いハラミが見られる。
目地にモルタルを詰めて補強している。

石
垣
の
変
遷

北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

-459-



城跡 石垣 査

石垣番号 地 区 耳ヒノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (北 ノ丸区画) 石積工法 布積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 多聞格 石材 花蘭岩

転用石 征 刻  印 4E

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 腱

1崩
落

1曜訪P
他
等

の
損

そ
焼

損
態

破
状鞭勉

髭象學1危
険度

s2   1  sl r123 a2  1   bl  l  B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角角配

2,79

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他
２

の
述

そ
記

破損現状

A.簡結石のヌケ
B.小ハラミ
C.擁け跡
D.矢穴
E.ワ レ落ち (欠けている)

※ノミ跡多い

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸東南隅で北ノ丸と東ノ丸を画する東面石垣である。
高さは中央部で約2.8m、 全長は天端で約8.2mである。
勾配は71度 と緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闘岩の割石を用いた布積であるが、上半は乱積に近い。両隅角とも切石を用いて積み上

げられている。全面にノミ仕上げが見られる。
石材は方形で角張つたものが多く、規模は標準的なものでほぼ揃っている。

両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、亥1印 は見られない。

破
損
状
況

焼損が右半中央に見られる。石材のフレや承1離 も見られる。
中段部に薄いハラミが見られる。
目地にモルタルを詰めて補強している。

石
垣
の
変
遷

北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

日 旅 の 什 詈 、 片

'7

目 IIBの 面 側 石材 績 姿 石材 形 状 石材 規模 繕 み 芳 目 如 の 率 牛 事 由

石垣 中段 か ら下部 に通 る
結 日fII

中段か ら下
蔀

花 筒岩 方形割石角張
ス

ほぼ同規模 割石布積 布 積

目
地
の
状
況
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史跡高 城跡 石垣 査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 外 (中堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切 石

角の形状

左隅角 出 右 切 石

右隅角 出 恕
特

地
記

上部構造物 多聞梧 石材 花闘岩

転用石 径 刻  印 笹
ハ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 朧 崩落

1曜蒻?
その他
焼損等

度険危豹破
損
態

破
状鞭勉良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

6 73 3.27

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他
２

の
述

そ
記

破損現状

間請石のヌケ
石材の方向がばらつく

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸東南隅の南面石垣で、埋め立てられた中堀に面する。
高さは中央部で約3.Omであるが、下部は埋め立てられており、本来はもつと高い石垣である。全長は天

端で約5.5mであるが、本来は埋め立てられた中堀に面する石垣が左側に続 くと考えられる。
勾配は76度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。
石材は方形で角張つたものが多く、規模もほぼ揃つているが大石材も見られる。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・間詰石のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況
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跡高松城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

繁撃篭賜争1験握1秘 1危
険度

石垣部位 外 (中堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 塀 石材 花商岩

転用石 毎
ド

刻  印 径

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 鰈

1崩
落

1曜訪?
良好 l sl l s2 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

27.5 27.5

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

石材不揃い、 2～ 3石ずれたり、 1石欠けている

※かつての中堀石垣

備  考 左角勾配・右角勾配一石のみのため計測不可 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は北ノ丸南端の南面石垣で、埋め立てられた中堀に面する。
高さは中央部で約0.5mであるが、下部は埋め立てられており、本来はもつと高い石垣である。全長は天
端で約27.5mであるが、本来はさらに右側に延び血4017石垣と連続する石垣 と考えられる。
勾配は77度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。左隅角は入隅、右隅角はす り付けとなっている。
現状は縁石状の石垣である。
石材は方形で角張つたものや丸みのあるもの等混在する。規模も大小混在する。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

石材の欠損やズレが見られる。

石
垣
の
変
遷

北ノ丸の新造に伴い築造された石垣と考えられる。
現在の石垣は明治以降に積まれた可能性が高いと考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣番号 4019 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 (多聞権台) 石積工法 乱積
新

曲

輪

!Ⅷ

曲
l hi

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切 石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 多聞福 石材 花筒岩

転用石 征
ハ

刻 印 笹
小

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没

1崩
落曜誘?隆盤 篭繊争‖罐 1巽泉写1危

険度
D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

8.17 3.17 3.27

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

間結石のヌケ
少しズレ出し

備  考 中央勾配測定不可 調査年月 日 1平
成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸南東端の西面内石垣である。
高さは中央部で約3.2m、 全長は天端で約8.2mである。
角配は80度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。
石材は方形で角張つたものが多いがやや扁平のもの、丸みのあるもの等混在する。規模も標準的なも
のでほぼ揃つているが大石材や小石材も用いられている。矢穴のある石材が目立つ。
両隅角 とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

天端石にズレが見られる。また、間詰石のヌケも見 られる。

石
垣
の
変
遷

北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 石積工法 布積

を上は方 位
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

―

す‐

||

| 」
|

――一―_ユ ==‐ 二Ⅲ

右隅角 出 柳観
上部構造物 黒門 石材 花筒岩、安山岩

転用石 笹
小

亥J 印 征
ヽ

況
　
因

鰍
と
理

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハ ラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1曜議?
他
等

の
損

そ
焼 篭賜季‖罐 1翼象写1危

険度
有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.52

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

A.催石に使う
3.焼け
C.間結石のズレ
D.ズレ出し
E.失穴
F.モ ,レタ,レ ロ地

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 9日

-468-



石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸南東端の黒門南側石垣である。
高さは中央部で約2.9m、 全長は天端で約5.5mである。
勾配は78度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた布積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられてい

る。
石材は方形で角張つたものが多いが、やや丸みのあるもの等混在する。規模は標準的なものでほぼ揃
つているが小ぶりなものも見られる。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・天端石や石垣下部の石材にズレが見られる。
・ほぼ全面にわたり焼損を受けている。

石
垣
の
変
遷

。北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。

石垣全面に通る横 目地 方形割石角 張

目
地
の
状
況
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跡 石垣 査

石垣番号 1 4021  1 地区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 F弓 石積工法 乱積

新

由

輪

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 写書F日 石材 花闘岩、安山岩

転用石 径 刻 印 征
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 腱

1崩
落

1曜議軍
その他
焼損等 1篭握ξl験纏1響 1危

険度
a21 bl l D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端角配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

他
１

の
述

そ
記

その他
記述 2

破損現状

A擁 けヒピ
B,安山岩
C 間詰石のヌケ
D,ワ レ落ち
重_擁け
F ヒピ
G.角がワレ落ち

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸南東端の黒門北側石垣である。
高さは中央部で約2.9m、 全長は天端で約5,5mで ある。
勾配は81度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩、安山岩の割石を用いた乱積であるが、右側では布積になっている。両隅角とも切
石を用いて積み上げられている。
石材は方形でやや丸みのあるものが多いが、角張ったものも右側に多く見られる。規模は標準的なもの
でほぼ揃つているが小ぶ りのものも見られる。
両隅角とも完成度の高い算木積である⑥
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

上段の石材にフレが見られ、また左隅角近くの石材に剥離が見られる。
ほぼ全面にわたり焼損を受けている。

石
垣
の
変
遷

・北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。
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史跡

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、野面 石垣位置

石垣部位 内 (多聞櫓台) 石積工法 乱積 サ=ri∵

Iと」

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出 急
特
地
記

上部構造物 多聞椿 石材 花南岩

転用石 鉦 亥J F「 鉦
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

その他
焼損等

軽微な
改変

破損
状態

影響の

程度
危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

22.15 3.1 85/― -1/82 73/78 82/76

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

備  考 右角勾配なし一続き 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸東側の西面内石垣である。
高さは左端で約0.7m、 右端で約3,lmである。全長は天端で約22.2mである。
勾配は73～ 78度 で変化する。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。右半は

面を揃えて丁寧に積まれているが、左半は上段が大石材、下段は小石材を使用して積まれており、石垣

としてはやや安定感に欠ける。
石材は方形でやや丸みのあるもの、角張つたものが見られ、規模は標坤的なものではぼ揃つているが、
やや大ぶ りのものが左側に見られる。
右隅角は完成度の高い算木積であるが、左隅角は算本積になっていない。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。
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石垣番号 4023 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野面、割石     1石 垣位置

石垣部位 内 石積工法 乱積

新

曲

輸

こ|と_ld

千
~‐

I

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 笹
ヽ

刻  印 征
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1罹嘉P
その他
焼損等 篭Q摯‖罐 1智 1危

険度
良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

他
１

の
述

そ
記

その他
記述 2

破損現状

備  考 左角勾配・右角勾配・中央勾配省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸東側の多聞櫓台から西へ張り出した小石垣である。
高さは中央部で約0.6m、 全長は天端で約1.2mで ある。
勾配は88度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の野面石及び割石を用いた乱積 と考えられるが、土中に埋没 している部分が多く、
詳細は不明である。右隅角は入隅、左隅角は地盤にす り付けである。
石材は方形でやや角張つてお り、規模はやや小ぶ りなものが多い。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・本来の石垣の状態ではないと考えられるが、大半が埋没 してお り、詳細は不明である。

石
垣
の
変
遷

・北ノ丸の新造に伴い築造された石垣である。
・『旧高松御城全図』によると、本石垣及び本石垣からさらに北へ延びる石垣が描かれている。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 布積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 多聞梧 石材 花開岩、安山岩

転用石 径
＾

刻  印 笹
心

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 鰈 崩落

1曜訪?
他
等

の
損

そ
焼 篭繊争‖罐 1髭象写1危

険度
a2  1   b3  1   C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

6.24

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

安山岩
木の根が入り込む
ワレ

少しズレ

備  考 左角勾配一石のため測定不可 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は北ノ丸東側の櫓台北面石垣である。
高さは中央部で約0`5m、 全長は天端で約6.2mである。
勾配は36度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた布積である。石列状である。
げられている。左隅角はコンクリー ト塀に対して入隅となっている。
石材は方形でやや角張っており、規模は標蜂的なもので揃つている。
右隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。

右隅角は割石を用いて積み上

破
損
状
況

・木の根による石材のズレが見られる。フレも見られる。

石
垣
の
変
遷

・絵図には描かれておらず、明治以降に築造された石垣 と考えられる。

日
地
の
状
況
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城跡 石垣調査

石垣番号 4025 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 石段 (後世のもの) 石積工法

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入 御編
上部構造物 石材 花闘岩

転用石 銀
ハ

刻  印 征
ハ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1理彩P
他
等

の
損

そ
焼 篭繊争‖罐 1葵象軍1危

険度
良好 a3  1   b3  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 新規 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

右へゆるやかにカーブする
踏面幅が広い (G5cln)

X後世のものと思われる

備 考 雁木11段 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

。本石垣は北ノ丸東側の多聞櫓台へ上る石段である。
。最上段の幅員は約2.4mである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の切石を用いた石段である。上段に向かつて右側に緩 くカーブする。長い切石を側
石とし、踏面の中に角張つた石材を2列 ほど配置する。
石材は方形で、整形されてお り、規模は揃っている。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・絵図には描かれておらず、明治以降に築造された石段と考えられる。

目
地
の
状
況
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高松城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 野 面 石垣位置

石垣部位 その他 (不明) 石積工法

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 す りつけ 右

右隅角 すりつけ
その他
特記

上部構造物 石材 花筒岩

転用石 征
＾

亥! E口 征
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1曜議P
その他
焼損等 篭鯵争‖罐 1髭纂寧1危

険度
良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

13.36 13.36 0

築造時期 明治以降 改修 基底都

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

甲
・

藝

一一一3石のみ

備  考 石垣の残 りが悪いため測定不可 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は北ノ丸北東部の西面石垣である。現状では3石のみである。
高さは約0。 2m、 全長は天端で約13.4mで ある。
勾配は測定不可能である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の野面石を用いた石列状である。
石材は丸みがある方形で、規模は標準的なもので揃つている。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・絵図には描かれておらず、明治以降に築造された石垣と考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (不明) 石積工法

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 9 右

右隅角 9 その他
特記

上部構造物 石材 花開岩

転用石 毎 レJ  F口
無 (近隣石材にO、

×)

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落 1罠議?

その他
焼損等

軽微な
改変 禁纏秘 1危

険度
良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

17.05

築造時期 新郭造築期・明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

欅
（

工
一よ」荘

刻印X0
※上面だけみえる状態で埋没

備  考 上面の一石のみ見える石垣のため計測不可 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は、北ノ丸北東部の西面土留め石垣から西に続 く石列である。
全長は約17.lmである。
勾配は沢1定不可能である。

積
み
方
石
材
等

ほとんど埋没 してお り、石材の上面だけが見える状態であり、詳細は不明である。
石材は花蘭岩の割石と考えられる。
転用石は見られない。
石列の北側に○ 。Xの刻印が見られる石材がある。
日地は見られない。

破
損
状
況

詳細は不明である。

石
垣
の
変
遷

・『旧高松御城全図』には、同位置に何らかの施設が描かれており、新郭造築期に築造された可能性が考
えられる。

目
地
の
状
況
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石垣番号 4028 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 石段 (後世のもの) 石積工法

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 笹
小

刻  印 径
小

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落 1曜説?

他
等

の
損

そ
焼 咤賜争‖罐 1翼鼻写1危

険度
良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3.06

築造時期 新郭造築期 。明治以降 改修 有 基底部

修 理
『重要文化財高松城二之丸月見橙続福渡格水手
御門修理工事報告書』 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 『重要文化財高松城二之丸月見柊続柊渡格水手
御門修理工事報告書』

他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

安山岩
※踏面幅6081n、 加三度がまちまちな石材が多い

備  考 雁木 5段 調査年月 日
平成16年 12月 9日

一

‐

！

―

―
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

。本石垣は北ノ丸北西部の多聞櫓に上る石段である。
・最上段の幅員は約3.lmである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の切石を用いた石段である。
石材は方形で、規模は大小混在する。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。
『 旧高松御城全図』によると、北ノ丸築造時に築造されたと考えられる。同位置に南西から北東方向に
斜めに上る雁木が描かれてお り、昭和30～ 32年の調査において遺構も検出されている。

。現在の石段は、昭和30～ 32年の月見櫓の修理に伴い、修理されたものである。その際に配4030石垣を新
たに設け、血4031石段と2段に分断されている。

目
地
の
状
況
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史跡 石 査

石垣番号 4029 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石、野面 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 乱積
―  ― ― ― ――

「

___―
― ヽ―

三二== 一 ―― Ⅲ …―・_十 一 __

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 すりつけ
その他
特記

上部構造物 犬走 り 石 材 花南岩

転用石 径
＾

刻  印 縫
小

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

久
剥 陥没1崩落碇議?隆鉾 咤繊争1罐 1莱纂峯1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5,29 5.85 0.92 0.57 0.25

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理
『重要文化財高松城二之丸月見搭続簿渡絡水手
御門修理工事報告書』 文献資料

発掘調査 『重要文化財高松城二之丸月見榛続簿渡福水手
御門修理工事報告書』

その他
の調査

他

１
の
述

そ
記

その他
記述 2

破損現状

面が不構い

やや乱難な積み方

備  考 左角・右角一石のため測定不可 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の多聞櫓に上る石段の側壁石垣である。
高さは最上段部で約0.9m、 最下段部で約0,3mである。全長は天端で約6.7mである。
勾配は最上段部で89度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩、安山岩の割石を用いた乱積である。左側では石垣面が不揃いで、乱雑な積み方が

見られる。左隅角は入隅、右隅角は地盤にす り付けである。
石材は方形のものが多く、規模はやや小ぶ りなものではぼ揃つている。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。昭和30～ 32年の月見櫓の修理に伴い新設された石垣である。

目
地
の
状
況

-487-



rAh城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

|    フ

ー ー  ー ー ー ーー

「

―_― ― ―

― ―

 

―
一

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入 御偏
上部構造物 土留 石材 花筒岩

転用石 征
〔

刻  印 銀
〔

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1罹蔑?
他
等

の
損

そ
焼 竃α群‖罐 1響 1危

険度
良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央角配 右端勾配 右角勾配

5.15/1.13 5。 15/1.13 72/88

築造時期 明治以降 改修 基底都

修 理
『重要文化財高松城二之丸月見溶続櫓渡椿水手
御門修理工事報告書』 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 『重要文化財高松城二之丸月見櫓続椿渡櫓水手
御門修理工事報告書』

他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

矢穴
※上部の石材が大きく、下部の石材が小さい

面が不綺い

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の月見櫓から東へ延びる南面石垣である。
高さは中央部で約0。 9m、 全長は天端で約6.3mである。
勾配は84度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも入隅である。
石材は天端が方形のものが多く、規模は標準的なものではぼ揃つているが、その下部では栗石状の小石
材も多く見られる。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず(良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・昭和30～32年の月見櫓の修理に伴い新設された石垣である。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

|   ゥ

ーー  ー ー ー ーー ド ーー ーー ー ー‐

― ―
 

一 ―

石垣都位 石段 (後世のもの) 石積工法

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花筒岩

転用石 純
〔

刻  印 征
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 鰈

1崩
落

1曜議P
その他
焼損等 篭賜争‖罐 1髭纂軍1危

険度
良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理
『重要文化財高松城二之丸月見櫓統鵜渡椿水手
御門修理工事報告書』 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 『重要文化財高松城二之丸月見椿続椿渡椿水手
御門修理工事報告書』

他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

踏面幅広い (4Sm)

備  考 調査年月 日
平成16年12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の多聞櫓に上る石段である。
幅員は約2.Omである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた石段である。
石材は方形の長い切石を用いている。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

側面は布積である。

破
損
状
況

目立った破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『 旧高松御城全図』によると、北ノ丸築造時に築造されたと考えられる。同位置に南西から北東方向に

斜めに上る雁木が描かれてお り、昭和30～ 32年の調査において遺構も検出されている。
現在の石段は、昭和30～ 32年の月見櫓の修理に伴い、修理されたものである。その際に血4030石垣を新
たに設け、配4028石段と2段に分断されている。

目
地
の
状
況
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史

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切 石 石垣位置

た永手御P4

鰯

石垣部位 石段 (後世のもの) 石積工法

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩

転用石 征
ヽ

亥J EΠ 笹

破損状況
と

破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落曜議?脹騨 鞭勉 寮握柔泉寧1危

険度
良好 有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1,77 1 45

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理
『重要文化財高松城二之丸月見櫓続櫓渡福水手
御門修理工事報告書』 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

目地モルタル詰め
※踏西幅23c隠。長方形の柱状石を4～ 5石づつ積む。側面は布積となる。

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の月見櫓に入るための石段である。
最上段の幅員は約1.8mで ある。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた石段である。側面は布積である。
石材は方形の短い切石を用いて、1列 に4、 5石並べている。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。絵図等によると、多聞櫓が所在 した場所であり、明治以降のものである。
。現在の石段は、昭和30～ 32年の月見櫓の修理に伴い、修理されたものである。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 その他 (後世のもの) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 御編
上部構造物 石材 花闘岩

転用石 色
小

レJ  E「 征
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落

1曜蒻?隆 盤 篭鯵争‖罐 1翼纂写1危
険度

良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 基底部

修  理
『重要文化財高松城二之丸月見櫓続簿渡櫓水手
御門修理工事報告書』 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

※後世のものか?

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の月見褐台に腰巻状に取 りつく東面石垣である。
高さは中央部で約0.6m、 全長は天端で約3.4mである。
勾配は77度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の割石を用いた乱積である。左隅角は切石を用いて積み上げられている。右隅角は
入隅である。
石材は方形で、規模はやや小ぶ りのものでほぼ揃つている。
左隅角は算木積を意識 した積み方である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

昭和30～ 32年の月見櫓の修理に伴い新設された石垣である。

日
地
の
状
況
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史 石 査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 (後世のもの) 石積 工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花簡岩

転用石 縫
小

刻  印 径
（

況
　
因

鍬
と
観

破
　
破

良好 欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1崩落曜議P隆盤 篭繊争1罐 1募纂写1危

険度
良好 a3  1   b3  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理
『重要文化財高松城二之丸月見櫓続簿渡櫓水手
御門修理工事報告書』 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

※後世のものか?

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の月見櫓台に腰巻状に取りつく南面石垣である。
高さは中央部で約0.7m、 全長は天端で約4.Omである。
勾配は86度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闘岩の割石を用いた乱積である。右隅角は切石を用いて積み上げられている。左隅角は
入隅である。
石材は方形で、規模はやや小ぶ りのものでほぼ揃つている。
右隅角は算木積を意識 した積み方である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

昭和30～ 32年の月見櫓の修理に伴い新設された石垣である。

目
地
の
状
況
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史跡高松城 石 査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 切 石 石垣位置

石垣部位 石段 (後世のもの) 石積工法

~・ ~ユ ~‐ ~

|

|

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花筒岩

転用石 征
＾

ウU  Fロ 4E

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1曜説?
他
等

の
損

そ
焼

損
態

破
状鞭酸

葵泉峯1危
険度

良好 a3  1   b2  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.27

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理
『重要文化財高松城二之丸月見櫓続櫓渡櫓水手
御門修理工事報告書』 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

長方形の柱状石を2～ 3石づつ積む。側面は布積となる。
※本来多関の位置に当たり、後世のものと思われる。

備 考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

。本石垣は北ノ丸北西部の続櫓に入るための石段である。
・最上段の幅員は約2.3mである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の切石を用いた石段である。側面は布積である。
石材は方形の長い切石を用いて、1列 に2石並べている。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・絵図には描かれておらず、明治以降に集造された石段と考えられる。
・現在の石段は昭和30～ 32年の月見櫓の修理に伴い、修理されたものである。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石 垣位置

石垣部位 内 (椿台) 石積工法 布積

1行
五一

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

ノ リ

上部構造物 月見福 石材 花聞岩

転用石 錘
＾

刻  印 縫
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ 欠け
剥離 腱 崩落

1曜蕩?
他
等

の
損

そ
焼 篭鯵争‖罐 1髭象軍1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 その他
の調査

他

１
の
述

そ
記

他

２
の
述

そ
記

破損現状

A.矢穴
B.部分的ノミ跡
Xノ ミ仕上 iザのもの多い

備  考 調査年月 日
平成16年12月 9日

-500-



石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の月見櫓台の南面内石垣である。
高さは中央部で約 1.6m、 全長は天端で約3.2mである。
勾配は83度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた布積である。右隅角及び天端では切石を用いて積み上げられてお
り、ノミ仕上げが見られる。左隅角は建物との入隅である。
石材はやや扁平の方形で、規模は大小混在する。
右隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・北ノ丸築造時に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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史

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 (梧台) 石積工法 布積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

ソ リ

上部構造物 続梧 石材 花曲岩

転用石 銀 羨J E「 征
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 朧 崩落

1曜議?
他
等

の
損

そ
焼 搬勉 寮握諮 1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.35/2.22 2.52/0,97

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ
の

他

１
の
述

そ
記

その他
記述 2

破損現状

rfr

問詰石が並ぶ

備 考 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の続櫓台の東面内石垣である。
高さは左側で約2.6m、 右側で約0.8mである。全長は天端で約4.5mである。
勾配は80度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の割石を用いた布積である。左隅角及び天端では切石を用いて積み上げられてお
り、ノミ仕上げが見られる。右隅角は入隅である。
石材はやや扁平の方形で、規模は大小混在する。
左隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・北ノ丸築造時に集造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡 石垣

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割 石 石垣位置

‐~一―‐
,___ 房義嚢爵畿導エ

'水

手御門

典寝攀託α挙‖罐 1留 1危
険度

石垣部位 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切 石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

ソ リ

上部構造物 続櫓、水手御門 石材 花闘岩

転用石 径 蕨J E「 征

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 5tB没  1崩落 1碇議P

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

6.55

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修  理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 その他
の調査

他

１
の
述

そ
記

他

２
の
述

そ
記

破損現状

間詰石のヌケ

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の続櫓台の南面石垣で、水手御門の北側石垣である。
高さは中央部で約2.6m、 全長は天端で約5.5mである。
勾配は85度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の割石を用いた乱積である。両隅角及び天端では切石を用いて積み上げられてお
り、ノミ仕上げが見られる。
石材はやや丸みのある形状で、規模は大ぶ りの石材を用いている。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。北ノ丸築造時に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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跡 査

石垣番号 4039 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

月

続

格

石垣部位 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 切 石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

ノ リ

上部構造物 渡梧、水手御門 石材 花蘭岩

転用石 径
＾

刻  印 鉦
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハ ラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落 1醍議P

他
等

の
損

そ
焼

損
態

破
状鞭勉

髭纂軍1危
険度

良好 a3  1   bl  l   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.54 6.37 2,76

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

ノミ跡が多くみられる

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の渡櫓台の北面石垣で、水手御門の南側石垣である。
高さは中央部で約2.7m、 全長は天端で約5.5mである。
勾配は83度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闘岩の割石を用いた乱積である。両隅角及び天端では切石を用いて積み上げられてお
り、ノミ仕上げが見られる。
石材は方形の角張つたものが多く、規模は標準的なものが多いが大ぶ りの石材も見られる。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

北ノ丸築造時に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-507-



史 石 査

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 打込ハギ 石垣位置

一　

　

　

　

　

一

恒水手llI門

石垣部位 内 (櫓台) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出 柳輛
上部構造物 渡鶴 石材

花筒岩、安山岩 (一

部)

転用石 征
＾

刻  印
○の中に×、 (、 長
方形

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1崩落曜蔑?脹鍵 篭α摯‖罐 1響 1危

険度
良郷 a3  1   bl  l  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

11.56 12.64

築造時期 生駒期・新郭造築期 改修 有 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

A、 刻印Oの中に十字
B.刻印横長のロ
C 刻印O
D 目地を境に左が松平初期、

算ホはやり直しか
※ノミ跡あり

右が新曲構築造期と思われる

|,と::と
|,.

だ 章

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の渡櫓台の東面内石垣である。
高さは中央部で約2,6m、 全長は天端で約H.6mで ある。
勾配は84度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の割石を用いた乱積である。両隅角及び天端では切石を用いて積み上げら
れてお り、ノミ仕上げが見られる。
石材は方形の角張つたものが多く、規模は大ぶ りの石材が多く見られる。
左隅角は完成度の低い算木積であるが、右隅角は完成度の高い算本積である。
転用石は見られない。
刻印は左隅角3石 日にOの中に×、継ぎ足し前の右隅角4石 目に (、 継ぎ足し前の右隅角4石 目左側石材
に長方形が見られる。また、左隅角3石 目の裏面にも①の中にXが見られる。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・左端は生駒期から所在する石垣と考えられる。
・継ぎ足し痕跡より右は、北ノ丸築造時に集造されたと考えられる。

左隅角部近傍の縦 目地 4側 権脇井 方形割石 詢1み ほぼ同規模 雪1'百 舌|】 精 右側石垣の継ぎ
工 l若イ則 核 臨井 方形 害‖石 詢1み 割石 剖.繕

目
地
の
状
況

-509-



石垣 査

石垣番号 地 区 耳ヒノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 内 (柊台) 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 渡福、海手門 (生駒期 ) 石材
花闘岩、安山岩、凝
灰岩 (一部)

転用石 毎 刻  印 O、 Oの中に×

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 腱

1崩
落

1曜訪?
他
等

の
損

そ
焼 篭鯵争1罐 1翼象軍1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.24/5.46 5,71/7.85 1.23/1.37 1.29/2.3

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 『重要文化財高松城二之丸月見櫓続櫓渡櫓水手
御門修理工事報告書』

他
査

の
調

そ

の

他

１
の
述

そ
記

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

小石間詰石粗い

闘結石のヌケ
矢穴
刻印0

士l ltil 守た。―を4iど

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日

-510-



石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の渡櫓台の南面内石垣である。
高さは櫓台部で約2.3m、 袖部で約1.2mで ある。全長は天端で約7.7mである。
勾配は85度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闘岩、安山岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられてお
り、ノミ仕上げが見られる。左隅角は入隅である。
石材は丸みのある方形状のものが多く、一部長軸方向に長い角張つた石材も用いられている。規模は
標準的なものが多いが、大ぶりのものも見られる。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
転用石は見られない。
刻印は右隅角4石 目に○が見られる。また、右隅角3石 日の左側面にも①の中にXが見られる。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・生駒期から所在 したと考えられる。
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史跡 石垣 査

石垣番号 4042 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割 石 石垣位置

石垣部位 内 石積工法 乱積
【′
ｒ
ィ
ー
～
ド
ー
ー
，

ヽ
ｔ
Ｆ
　
ｔ

1水 手 御 門

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石 材 花闘岩

転用石 征 亥」 Fロ 鉦

破損状況
と

破損要因

良好 久損 ズ レ ハラミ |ワ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落 1罠議?

他
等

の
損

そ
焼 篭α摯‖罐 1警 1危

険度
良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

16

築造時期 新郭造築期 。明治以降 改修 有 基底都

修  理
『重要文化財高松城二之丸月見櫓続櫓渡格水手
御門修理工事報告書』 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

4~2損現状

Ａ

Ｓ

Ｃ

面が不櫛い

問詰石のズレ出し

問詰石のスケ

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の月見櫓台に腰巻状に取 りつく南面内石垣である。
高さは中央部で約 1.5m、 全長は天端で約8.6mである。
勾配は85度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。
げられている。左隅角は入隅である。
石材は方形のものが多く、規模は大小混在する。
右隅角は完成度の高い石垣である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

石垣面が不揃いである。右隅角は切石を用いて積み上

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『旧高松御城全図』に描かれており、北ノ丸築造時に築造されたと考えられる。
昭和30年の修理前には花蘭岩の谷積となつていたことが修理前の写真から判明しており、明治以降に積
み直されたと考えられる。
現在の石垣は昭和30～ 32年の月見櫓の修理に伴い、修理されたものである。

目
地
の
状
況

-513-



石

石垣番号 地 区 北ノ丸

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 内 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切 石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 急
特

池
記

上部構造物 石材 花蘭岩

転用石 征
ヽ

ラ」  F「 征
＾

況

　

因

鰍
と
擢

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 崩落 切 隆鉾 諮‖禁握十移 危険度

良好 a3  1   b3 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期・明治以降 改修 有 基底部

修 理
『重要文化財高松城二之丸月見櫓続櫓渡柊水手
御門修理工事報告書』 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

ノミ跡あり

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は北ノ丸北西部の月見櫓台に腰巻状に取 りつく東面内石垣である。
高さは中央部で約 1.3m、 全長は天端で約6.2mである。
勾配は84度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。左隅角は切石を用いて積み上げられている。右隅角は
入隅である。
石材は方形のものが多く、規模はやや大ぶ りのものとやや小ぶ りのものの2種類が見られ、小ぶ りのも
のは、右隅角近くに見られる。
左隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『旧高松御城全図』に描かれており、北ノ丸築造時に築造されたと考えられる。
昭和30年の修理前には花蘭岩の谷積となっていたことが修理前の写真から判明しており、明治以降に積
み直されたと考えられる。
現在の石垣は昭和30～ 32年の月見櫓の修理に伴い、修理されたものである。

目
地
の
状
況
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史

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石、割石、野面石 石垣位置

石垣都位 外 (内堀に面する) 石積工法 谷積、乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入 (埋没 ) 御編
上部構造物 石材 花簡岩、安山岩

転用石 征
＾

刻  印 鉦
ハ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ 欠け
剥離 鰈 崩落

1曜誘P
その他
焼損等 鴨争罐 葵藁寧1危

険度
有 a2  1  b2  1  B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

155。 9 155,9

築造時期 生駒期 改修 有 基底都

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

B 土管の下大きな石
※上2石積み直し谷積、その下2石も時代異なるが谷積、目地モルタル詰め

A ハラミ

備  考 調査年月日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場北側の北面石垣で、内堀に面する。
高さは中央部で約 1,9m、 全長は天端で約156mで ある。
勾配は75度から垂直まで場所によつて異なる。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は上部2段が花聞岩の切石を用いた谷積であり、その下部2段は花聞岩、安山岩の切石、割

石、野面石を用いた谷積である。上部4段 より下部については、花蘭岩、安山岩の野面石を用いて積み
上げられている。両隅角とも入隅である。
石材は方形のものが多く、規模はやや小ぶ りのものが多い。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・石垣中央部に薄いハラミが見られる。
。一部間詰にモルタルが塗 り込められている。

石
垣
の
変
遷

・上部4段が積み直されてお り、その下都に土管が埋けられていることから、明治以降に少なくとも2度の

積み直しが行われている。
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史 城跡 石垣調査

石垣番号 5002 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 害!石、野面石 石垣位置

石垣部位 土橋 (内堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 征
小

刻 印 征
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 久損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 腱 1縛 1聯

その他
焼損等 篭鯵争‖罐 1翼象軍1危

険度
s3   1  s2 a2  1   b2  1   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

27.47 15/10 2.22

築造時期 生駒期 改修 有 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

ズレ出し
ヌケ
間結石の潔ケ

備 考 調査年月 日
平成16年 12月 8日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場とニノ丸をつなぐ土橋の西面石垣で、内堀に面する。
高さは中央部で約2.2m、 全長は天端で約24.5mである。
勾配は77度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の割石と野面石を用いた乱積である。両隅角とも入隅である。
石材は方形の角張ったものや角が取れて丸みのあるもの、やや扁平のもの等混在する。規模は40～50cm
程度の標牢的なものが多いが、右側ではより大ぶ りのものが目立つ。
中央部に内堀と中堀をつなぐ通水 口が設けられている。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・石垣中段に石材のズレが見 られる。また、下段に欠損が見 られる他、間詰石のヌケも散見 される。

石
垣
の
変
遷

。通水口部分の積み直しが考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡高 城跡 石垣 査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石、野面石 石垣位置

石垣部位 土橋 (中堀に面する) 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 塀 石材 花闇岩

転用石 鉦 刻  印 鉦
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハ ラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落 1曜蔑P

他
等

の
損

そ
焼 咤鯵争‖罐 1発泉峯1危

険度
良好 a3  1   b2  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

32.05 30.25

築造時期 生駒期 。新郭造築期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『高松城下図屏風』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査

の
調

そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A 改修部 (切看谷積)

※割石多いが、一部野面もみられる

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場とニノ丸をつなぐ土橋の東面石垣で、中堀に面する。
高さは中央部で約3,4m、 全長は天端で約32.lmで ある。
勾配は70度 とやや緩やかである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の割石と野面石を用いた乱積である。両隅角とも入隅である。
石材は方形の角張つたものや角が取れて丸みのあるもの、やや扁平のもの等混在する。規模は40～50cm

程度の標準的なものが多い。
中央部に内堀と中堀をつなぐ通水口が設けられている。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。『高松城下図屏風』では石垣北端が東側へ張り出して描かれており、『旧高松御城全図』では現状と同
じように描かれており、『小神野夜話』等の記載から、新郭造築期の積み直しの可能性が考えられる。

・通水口部分の積み直しが考えられる。

日―Jllの 構 晉 、 沿 娘 ]I14の 面 rHli 占サ描装I 右材杉景 右材類構 繕 |み .労 目 llkの 率 生 事 由

通水 口上方の皿形 目地 トナ 材 m碧 方 形 tR石 ほぼ同規模 囲 石 容 繕 積み直し

下 方 柁簡岩 ナ 形 姜‖肩
=ヽ

石 舌Iテ菅

目
地
の
状
況
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史跡高松城跡 石垣調査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 野面石、割石    1石 垣位置

石垣部位 外 (中堀に面する) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 塀 石材
花闘岩、安山岩、疑
灰岩 (一部)

転用石 径
＾

刻  印 鉦
ヽ

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 パ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没1締 1曜議P

他
等

の
損

そ
焼 篭鯵争1罐 1翼象寧1危

険度
A

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

9.41/53.5
2

2.27 79/70

築造時期 生駒期 改修 有 基底都 地山 (現在は一部コンクリー ト)

修 理
昭和48年度 (右寄り2箇所)

『史跡高松城跡保存修理報告書』 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

間結石ほとんどなく、非常に不安定
土管に伴う谷積

皓石が欠損し、集石の
えも短いため、石材が

算木積み未完成。
上部は切石、下部は野面

たヽ状態となつている。

備 考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場北東部の北面石垣で、中堀に面する。
高さは中央部で約2.3m、 全長は天端で約62.9mである。
勾配は70～ 80度の範囲で変化する。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩、安山岩の野面石を用いた乱積であるが、部分的に割石を用いた谷積が見られる。
左隅角は割石を用いて積み上げられている。右隅角は入隅である。
石垣下部では下1石 を前へ持ち出して積むアゴ止め石が見られる。
石材は方形の角が取れて丸みのあるものが多く見られる。規模は40～ 50cm程度の標準的なものが多い
が、より小ぶりのものも見られる。
左隅角は完成度の低い算木隅である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・左隅角は隅角石の合端が噛み合つておらず、間詰石も抜け落ち、非常に不安定な状態である。
・築石部は土管理設等の改変が見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

数ヶ所の目地が見られ積み直しがあったと考えられる。
昭和48年度に右寄り2箇所が修理されている。
修理に際してコンクリー ト基礎、栗石敷、松丸太杭打設により補強している。

目
地
の
状
況
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城 査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 野面石、割石 石垣位置

石垣都位 外 (中 堀に面する) 石積工法 苦し積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 太鼓櫓、多聞椿、旭橋 石材 花蘭岩

転用石 征
小

刻  印 征
小

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1曜議?
他
等

の
損

そ
焼

損
態

破
状鞭嬢

確繁軍1危
険度

s34 A

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 ア
=努

器を3酉己 右角勾配

11/20/15/
13.18

6.73 68/76

築造時期 生駒期 。新郭造築期 改修 有 基底部 月同舅く?

修 理
昭和40～ 42年 (一部積み足し)『重要文化財高
松城旧東之丸艮櫓移築修理工事報告書』 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 昭和47年 12月 (旭橋北側石垣基礎部 )
他
査

の
調

そ

の

他

１
の
述

そ
記

他

２
の
述

そ
記

破損現状

A カケ落ち
B.昭和42年拡張ライン
C 切石少々ユルミ
D_旭門に伴う積み直し
E 間詰石が大半抜けて

浮いたようにみえる状態
F 野面積 (算木未完成)

備 考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の東面石垣で、中堀に面する。

高さは右端で約5.2m、 中央の旭橋付近で約1.9m、 左側の旧太鼓櫓台付近で約6.7mで ある。全長は天端で

約59,7mである。
勾配は75～82度 の範囲で変化する。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花商岩の野面石を用いた乱積であるが、部分的に割石を用いた乱積が見られる。左隅角は

ノミ仕上げが見られる切石を用いて積み上げられている。右隅角は割石を用いて積み上げられている。

石垣下部では下1石 を前へ持ち出して積むアゴ止め石が見られる。

石材は野面石では丸みのある不定形のものが用いられ、割石では方形の角が取れて丸みのあるものやや

や扁平のものなどが多く見られる。規模は40～ 50cm程度の標準的なものが多い。
左隅角及び門開口都の隅角は完成度の高い算木積であるが、右隅角は完成度の低い算木積である。

転用石、刻印は見られない。
昭和47年の試掘によると石垣北部の根石部分で胴本が検出されているが、詳細は不明である。

破
損
状
況

右隅角下部の石材が大きくズレ、合端が合わなくなつてお り、かなり不安定な状態である。これに伴つ

て、周辺の築石にもズレが見られる。
その他築石部分は間詰石のヌケが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

生駒期から所在 したと考えられる。
新郭造築期の門開口に伴い、積み直しがあつたと考えられる。
旧太鼓櫓台部分の右端は昭和42年の艮格移築に伴って積み足されたものである。
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石 査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割 石 石垣位置

石垣部位 外 (中堀に面する) 石積工法 布積、乱積

W

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右 切 石

右隅角 入
その他
特記

ソ リ

上部構造物 太鼓福、塀 石材 花高岩

転用石 征
小

刻  印 征
＾

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 陥没 1崩落

1曜議η
他
等

の
損

そ
焼 稔賜争‖罐 1響 1危

険度
D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3 5/145/1
1

159.5 81/84

築造時期 生駒期 改修 基底都

修 理
昭和40～42年 (一部積み足し)『重要文化財高
松城旧東之丸艮福移築修理工事報告書』 文献資料 『小神野夜話』、明治期写真

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

　

Ｄ

Ｅ

上割石の布積、下野面 (生駒鶏?)
左布積、右乱積
構の移業に伴う積み足し部分
途中積み替えラインらしきもの数本あり
ワレ
下欠1サ落ち?

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 9日

平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南部の南面石垣で、中堀に面する。
高さは右端の旧太鼓櫓台付近で約5.9m、 他は約5.5～ 5.9mで ある。全長は天端で約159.5mである。

勾配は旧太鼓櫓付近が61度 とかなり緩やかである。左の桝形付近では83度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は右半では花聞岩の野面石、割石を用いた乱積であるが、左半は花聞岩の割石を用いた布積

である。その積み方、加工精度は左ほど丁寧である。また、水面より下は野面石の乱積である。右隅角

はノミ仕上げが見られる切石を用いて積み上げられている。左隅角は明治以降の埋め立てにより不明で

あるが、現状は入隅となっている。
石垣下都では下1石 を前へ持ち出して積むアゴ止め石が見られる。
石材は野面石では丸みのある不定形なものが用いられ、割石では方形の角が取れて丸みのあるものや、

やや扁平のもの、方形の角があるもの等が見られる。規模は40～ 50clll程度の標準的なものが多い。

右隅角は完成度の高い算木積であるが、桝形部分は完成度の低い算木積である。

転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

ワレが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

生駒期から所在したと考えられる。
水面を境に上下で積み方が異なることから積み直しの可能性が考えられる。

築石部の中にも積み方の異なる部分が見られることから積み直しの可能性が考えられる。
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史跡高松城跡 石垣調査

石垣番号 5007 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 桝形 石積工法 乱積

:｀

＼

ヽ il:I

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 割石

右隅角 出 御編
上部構造物 塀 石材 花闘岩、安山岩

転用石 征
ヽ

刻 印 ○、×

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離

欠
剥 腱 1解 1切

その他
焼損等 篭Q摯‖罐 1智 1危

険度
有 a2 1 bl l B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

22.95

築造時期 生駒期 改修 基底都

修 理 文献資料

発掘調査
他
査

の
調

そ

の

他
１

の
述

そ
記

他

２
の
述

そ
記

破損現状
A.欠け
B.ズ レ
C うす (ハラミ
0.ハラミ
巨 大石ズレ出し、その下聞詰石ヌケ
F.間結石のヌケ (上部に多い)、 全面目地にモルタル

G ワレ
H 最下石ズレ出し
1_問詰石のヌケ

禁 止

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南西部の旧大手の西面石垣である。

高さは中央部で約4.2m、 全長は天端で約23.Omである。
勾配は80度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花商岩、安山岩の割石を用いた乱積である。右隅角は割石を用いて積み上げられている。

左隅角は入隅である。
石材は丸みのあるものが多く見られる。規模は大石材が多く用いられている。

右隅角は完成度の低い算木積である。
転用石は見られない。
刻印は天端中央部の石材に○・ ×が見られる。城内の他の変1印 に比べ大きい。

破
損
状
況

中段にハラミが見られる他、左隅角上部にズレが見られる。
モルタルによる目地の補強が全面にわたつて行われている。

石
垣
の
変
遷

生駒期から所在したと考えられる。
門として機能していた時期は新郭造築期までである。
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石垣番号 5008 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 桝形 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入 御鮪
上部構造物 (古)太鼓門、塀 石材 花筒岩、安山岩

転用石 穴があいた左角の天端石 亥J Fロ O、 ×

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 陥没1鮮 1曜蕩P

との他
毛損等 篭鯵争1罐 1髯纂峯1危

険度
有 a2  1  bl  l  B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

20。 71 20.56 4.22

築造時期 生駒期 改修 基底都

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

A.転用石か?
B ハラミ
C.問詰石のヌケ、栗石がみえるそのとの石がズレ

D.間結石のスケ
E`ズ レ出し
※全体モルタル詰め、上部は小振りの石、下部は大石

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 17日
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石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南西部の旧大手の南面石垣である。
高さは中央部で約4.4m、 全長は天端で約20。 7mで ある。
勾配は88度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩、安山岩の割石を用いた乱積である。左隅角は割石を用いて積み上げられている。
右隅角は入隅である。
石材は丸みのあるものが多く見られる。規模は大石材が多く用いられているが、天端付近では小石材も
使われている。
左隅角は完成度の低い算木積である。
転用石は見られない。
刻印は右隅角から約3m左 の最下段の石材にO・ ×、右隅角から約5m左 の中段の石材にO・ Xが見られ
る。
左隅角上部に門の桁を受けたような正方形の穴が見られる。

破
損
状
況

。中段にズレが見られる。
・モルタルによる目地の補強が全面にわたって行われている。

石
垣
の
変
遷

生駒期から所在 したと考えられる。
門として機能 していた時期は新郭造築期までである。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 石積工法 乱積

醸
方 位 西

角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 (古)太鼓門 石材 花筒岩

転用石 伍
＾

刻  印 Oの 中に×、分銅形

破損状況
と

破損要因

良好 欠損 ズ レ ハ ラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没

1崩
落曜議?隆鰈 篭賜争‖罐 1翼象写1危

険度
有 a2  1   bl  l   B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

6.34 3.35 4.08

築造時期 生駒期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査

の
調

そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述

そ
記

破損現状

A.う すいハラミ
B.少し引つ込む
※目地モルタル結め

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 17日

-532-



石垣項 目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南西都の内石垣の北面石垣である。
高さは中央部で約3.7m、 全長は天端で約9.4mである。
勾配は90度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は、花聞岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも割石を用いて積み上げられている。
石材は丸みのあるものが多く見られる。規模は40～ 50cm程度の標準的なものが用いられているが、より

大ぶりなものも用いられている。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
転用石は見られない。
刻印は左隅角1石 目にOの中に×、左隅角3石 目右側石材に分銅形が見られる。左隅角1石 目のものは、

城内の他の刻印に比べ大きい。

破
損
状
況

・間詰石のヌケが多く見られ、栗石が見えるほど深く抜けているところもある。
。現状では安定しているものの、変形を起こしやすい状態にある。

石
垣
の
変
遷

生駒期から所在したと考えられる。
門として機能していた時期は新郭造築期までである。
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石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 (桝形) 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 (古)太鼓門 石材 花闘岩

転用石 後
ヽ

刻  印 ○、×

況
　
因

鰍
と
搬

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハ ラミ |フ レ
け
離

欠
剥 陥没 1崩落

 1曜議P
他
等

の
損

そ
焼

損
態

破
状鞭勉 智 1危

険度
a2 1 bl l D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央角配 右端勾配 右角勾配

3.27

築造時期 生駒期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

わずかに夭端ライン構わず
わずかなハラミ
間結石のヌケ (裏票石みえる)

欠損 (問結石?)

C―
心皓

°

備 考 右角勾配コンクリー ト塀により測定不可 調査年月日
平成16年 12月 9日
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